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第
一
項 

季
節 

 

一 

二
十
四
節
気 

 

二
十
四
節
気
は
、
紀
元
前
七
世
紀
頃
に
中
国
で
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
季
節
区
分

法
で
、
影
が
最
長
と
な
る
冬
至
を
基
準
に
、
次
の
冬
至
ま
で
の
一
太
陽
年
（
実
際
の
一
年
）

を
二
十
四
等
分
し
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
節
気
は
十
五
日
間
に
な
り
ま
す
。 

二
十
四
節
気
は
、
各
月
の
前
半
に
あ
た
る
部
分
を
「
節
気
・
正
節
・
節
」
な
ど
と
い
い
、

後
半
に
あ
た
る
部
分
を
「
中
気
・
中
」
と
い
い
ま
す
。 

二
十
四
節
気
は
、「
二
至
二
分
（
冬
至
・
夏
至
、
春
分
・
秋
分
）」
と
、
そ
の
中
間
点
の

「
四
立
（
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
）」
を
合
わ
せ
た
「
八
節
」
を
柱
と
し
て
成
立
し
て

お
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
は
季
節
を
あ
ら
わ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

に

じ

ゅ

う

し

せ

っ

き 

 

に

し

に

ぶ

ん 

 

し

り

つ 
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二十四節気 

春 

秋 
夏 冬 

春分 

立春 立夏 

冬至 夏至 

立冬 立秋 

秋分 

清明 
穀雨 

小満 

芒種 

小暑 

大暑 

処暑 
白露 寒露 

霜降 

小雪 

大雪 

小寒 

大寒 

雨水 
啓蟄 

地球から見た太陽の動き 

Ｎ 

夏至 

Ｎ 

冬至 

Ｎ 

春分 

Ｎ 

秋分 

地球の公転と自転 
公転：地球は太陽の周りを一年かけて 

一回公転しています。 
自転：地球は一日に一回自転しています。 

 

夏至 

西 

東 

春分 
・ 
秋分 

南 北 

冬至 
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い 

        

江

戸

時

代

の

二

つ

の

時

刻

法 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
定
時
法
】
中
国
伝
来
の
「
十
二
辰
刻
法
」 

 
一
日
を
十
二
辰
刻
に
分
け
る
時
刻
法
で
、
一

辰
刻
（
一
時
・
一
刻
）
に
は
二
時
間
ず
つ
子
・

丑
・
寅
・
卯
・
辰
…
…
と
十
二
支
が
割
り
当
て

ら
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
一
辰
刻
は
三
〇
分
ご
と
に
分
け
ら

れ
一
刻
と
呼
ば
れ
、
四
刻
で
一
辰
刻
と
な
り
ま

し
た
。 

怪
談
話
で
お
馴
染
み
の
「
草
木
も
眠
る
丑
三

ツ
ど
き
」
と
は
丑
の
辰
刻
（
午
前
一
時
か
ら
三

時
）
の
三
刻
と
な
り
現
在
の
午
前
二
時
頃
と
な

り
ま
す
。 

ま
た
、「
午
前
」「
午
後
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
、 

 

し
ん
こ
く
ほ
う 

 

と

き  

し

こ

く 

 

と

き  

午
の
辰
刻
の
前
、
後
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
正

午
」
は
ち
ょ
う
ど
午
の
辰
刻
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

【
不
定
時
法
】
季
節
に
よ
り
一
辰
刻
の
長
さ
が
違
う 

  

江
戸
時
代
、
実
生
活
に
お
い
て
は
不
定
時
法

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
夜
明
け
と
日

暮
れ
を
基
準
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
明
け
六
ツ
」「
暮

れ
六
ツ
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
境
に
二
時
間
ご
と

に
五
ツ
、
四
ツ
、
そ
の
後
は
九
ツ
、
八
ツ
、
七

ツ
と
呼
ぶ
も
の
で
し
た
。 

江
戸
の
日
本
橋
本
石
町
に
は
「
時
の
鐘
」（
写

真
）
が
設
け
ら
れ
、
一
辰
刻
ご
と
に
鐘
を
鳴
ら 

 

い

っ  

ほ
ん
ご
く 

 

あ  

む  

く  

む  
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辰
刻 

 

刻 

時 

辰
刻 

 

刻 

時 

 

 

 

 
午 前 

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 12 

四
ツ
半 

四
ツ 

五
ツ
半 

五
ツ 

六
ツ
半 

六
ツ 

七
ツ
半 

七
ツ 

八
ツ
半 

八
ツ 

九
ツ
半 

九
ツ 

九
ツ 
2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 

午 巳 辰 卯 寅 丑 子 

正
午 

 

 

 

 
午 後 

23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 24 

四
ツ
半 

四
ツ 

五
ツ
半 

五
ツ 

六
ツ
半 

六
ツ 

七
ツ
半 

七
ツ 

八
ツ
半 

八
ツ 

九
ツ
半 

九
ツ 

九
ツ 

2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 

子 亥 戌 酉 申 未 午 

正
午 

江
戸
で
最
初
の
「
時
の
鐘
」。
宝
永
八
（
一

七
一
一)

年
に
完
成
。
昭
和
五
年
に
現
在
の

中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
の
十
思
公
園

（
じ
ゅ
っ
し
こ
う
え
ん
）
内
に
移
設
さ
れ

て
い
る
。 

 

し
て
と
き
を
知
ら
せ
て
お
り
ま
し

た
。 「

お
や
つ
」
は
午
後
の
八
ツ
ど
き

に
い
た
だ
く
間
食
の
こ
と
で
、
現

在
も
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。 




